
水稲カドミウムリスク対策情報 「湛水管理」に向け、適期作業を！！

出穂前後各3週間の時期になると湛水管理作業が始まります。
湛水管理は、玄米中カドミウムの吸収を抑制するための重要な技術です。

湛水管理期間水
深

時
期
５月～ ６月 ７月

常時湛水
８月
常時湛水

９月
落水

出穂前後各３週間

適期中干し 水管理適期中干し・
溝切り

収穫間際まで
水管理を！！中干し作業は、地耐力を向上させる唯一の手段です!

植付約１ヵ月後２週間程度の中干しを徹底しましょう。
今後、水管理・湛水管理がスムーズとなるよう作業の実施をお願いします。

中干時期の茎数（コシヒカリの目安）
栽植密度（／坪） ５０株 ６０株 ７０株 

１株当たりの茎数 ２０本 １７本 １４本 

  ＪＡレーク伊吹　農産物安全対策協議会

注 意

半湿田には足がしずむ程度
4〜5日間隔

乾田では弱いヒビが入っている
2〜3日間隔

田植後１ヵ月後を目安に中干し溝切を行います。
　土壌に酸素を供給し、根を活性化させます。また、過剰な分げつを抑制することにより風通しを良くし、光が株元に届きやすくし
ます。また、モミ数が制限されることから、粒厚が厚く整粒歩合の高いお米ができます。軽く足跡がつく程度で、約2週間程度の
中干しを心掛けてください。

pick up  小麦“びわほなみ”
　　  現地研修会の開催（4/13）

　小麦の現地研修会を企画し、関係機関と生産者さんとが日頃の栽
培に係る疑問・課題を共有しました。また、生産者さん同士の情報
交換ができる良い機会となりました。
　管内の小麦では、従来品種の農林６１号から製麺適性に優れ高品
質で多収が期待される「びわほなみ」を今年産より全面品種転換を行っ
ています。しかしながら、まだまだ地域にあった栽培技術に課題が
ありますが、品種特性を発揮できるよう、地域に見合った栽培技術
の確立を目指し、営農指導をしています。

溝切りを行うことで、入水・落水がスムーズ（効率的な水利用）に行え、胴割米の防止
と粒厚の向上につながります。
確実な溝切りにより、地耐力が増し落水時期を遅らせることができるので、今後のカド
ミウムの吸収抑制（湛水管理技術）に効果があります。
10ａあたり1本以上の溝切りを原則実施し、溝は尻水戸までしっかりつなぐようにしましょう！

営農指導
活動

営農企画課
営農担当兼渉外
山﨑健太

営農情報
Farming
I n f o r m a t i o n

適期中干しで品質向上
水稲

3全体運／コミュニケーション運が活発化。耳寄りな情報が入ってきそうです。家族と出かける予定を立てて。模様替えも◎
健康運／飲み過ぎ食べ過ぎに注意。胃腸をいたわって　幸運の食べ物／サヤエンドウ

牡羊座
3月21日〜4月19日

花卉部会便り花卉部会便り
かきぶかいだよりかきぶかいだより

お問い合わせ・申し込み先／特産振興課☎63-2108（8：30〜17：00）
メールでのお問い合わせも受付しています

　  当JAホームページのお問い合わせフォームへお寄せください（お返事に時間がかかる場合があります）

一緒に
ハボタンを
育てよう！

ハボタンを栽培していただける方、大募集中!!
　JAレーク伊吹花卉部会のハボタンの出荷は、2014年の50本からはじまり、
栽培・出荷していただきました方々のおかげをもちまして、市場の主要産地
となりました。市場出荷本数の増加を要望しておられることから、当JA花卉
部会はハボタンを栽培していただける方を大募集しています。ハボタン栽培は、
部会で研修会を開催し、栽培１年目から出荷ができます。
　ご興味のある方は、栽培の方法等を説明させてい
ただきますので下記のお問い合わせ先までご連絡く
ださい。ご連絡をお待ちしています。

切り花ハボタンを切り花ハボタンを
　　　栽培・出荷しましょう　　　栽培・出荷しましょう

栽培カレンダー
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

露地栽培 は種 定植 収穫ハウス栽培 は種 定植

他の品目でも!! 
生産者様、募集中!!!

　
ア
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］
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取
り
、
中
央
に
幅
20

～
30
cm
の
溝
を
掘
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追
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追
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収
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園芸研究家
成松次郎
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追
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と
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で
大
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を
作
る

4 全体運／次第に周囲が騒がしくなってきそうですが、おおむね順調です。親交を深めるには一緒に食事をするのがお勧め
健康運／歯の検診へ。正しい歯磨きの仕方も再チェック　幸運の食べ物／アスパラガス

牡牛座
4月20日〜5月20日


